
平成２６年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 中学校２年社会 解答及び配点一覧 No.1
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

１ (1) ① 技能 ○グラフから赤道付近の気候の特色を読み ３
取り記述している。

20 ・記号：Ｄ
点 ・アは，赤道付近に位置しており，高温で

降水量が多くなっている。

② 技能 ○グラフから南半球の気候の特色を読み取 ３
り記述している。

・記号：Ｂ
・イ は，南半球に位置しており，夏の気
温が低くなっている。

(2) ③ 技能 ○資料から貿易面での結び付きについて， ３
記述している。

・輸出入とも，中国をはじめとするアジア
が占める割合が高くなってきている。

(3) ④ 技能 ○資料から「アジア」を読み取り答えてい ４
る。

・アジア

(4) ① ⑤ 知識 ・多文化 ３
理解

② ⑥ 思考 ○多文化国家を支える取り組みについて箇 ２ ○多文化国家を支える取り組みについて具 ４
判断 条書きで１つ答えている。 体的に記述している。
表現 ・英語以外の言語によるテレビ放送 ・移民の人たちに向けて，さまざまな言語

・英語以外の外国語教育の推進 での番組を製作・放送している
・先住民の先住権や居留地域の所有権を認 ・移民の多い国や地域の文化を紹介する番
める。 組の放映が行われている 等

２ (1) ⑦ 知識 ①太平洋 各
⑧ 理解 ②日本海 ２

18 ⑨ ③択捉島
点 ⑩ ④南鳥島

⑪ ⑤沖ノ鳥島

(2) ⑫ 知識 ○経済水域に定義について記述しているが， ２ ○経済水域の定義を具体的に範囲を示しな ３
理解 具体的な範囲の記述がない。 がら記述している。

・水産資源や鉱産資源を自国のものとする ・各国の海岸線から２００海里以内にある
ことができる水域のこと。 水産資源や鉱産資源を自国のものとする

ことができる水域のこと。

(3) ⑬ 思考 ○領域中の領土面積の割合から日本の特色 ３ ○領域中の領土面積の割合から他国と日本 ５
判断 について記述している。 を比べ，日本の特色について記述してい
表現 ・日本は，領土面積は小さいが，経済水域 る。

を含めた面積で比べると，領土に対し領 ・日本は，アメリカやカナダに比べ領土面
域が広いのが日本の領域の特色である。 積は小さいが，経済水域を含めた面積で

比べると，領土に対し領域が広いのが日
本の領域の特色である。

【授業改善の視点】
我が国の領土は，弧状の連なる多くの島々から成り立っていることや，他の国々と国土面積で比較したり領海や排他的

経済水域を含めた面積で比較するなど，我が国の海洋国家としての特色を様々な面から取り扱うことは重要である。その
際，地形（領土や領海等）を断片的に扱うのではなく，我が国の領域のすべてが示された地図を積極的に活用し，視覚的
にとらえ易い工夫された教材を用いた授業を行う。

３ (1) ① ⑭ 技能 ○地図から読み取れる地形上の特色を記述 ２ ○地図から読み取れる地形上の特色を記述 ４
しているが，「フォッサ・マグナ」の記 している。

26 述がない。 ・フォッサ・マグナを境に，東北日本の山
点 ・東北日本の山地，山脈は南北に走り，南 地，山脈は南北に走り，南西日本の山地，

西日本の山地，山脈は東西に走っている。 山脈は東西に走っている。



平成２６年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 中学校２年社会 解答及び配点一覧 No.２
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

３ (1) ② ⑮ 技能 ○グラフから読み取れる日本の川の特色 ２ ○グラフから読み取れる日本の川の特色を ４
を，川の長さや速さの面から一方のみを 記述している。
記述している。

・日本の川は，ナイル川に代表される外国 ・日本の川は，ナイル川に代表される外国
の川に比べて長さが短い。 の川に比べて長さが短く，また大きな標

・日本の川は，ナイル川に代表される外国 高差を一気に下るため流れが急である。
の川に比べて大きな標高差を一気に下る
ため流れが急である。

③ ⑯ 関心 ○住んでいる地域の様子から考えられる自 ２
意欲 然災害について記述している。
態度 ・考えられる災害：地震，津波，火山の噴

火，洪水，高潮，豪雨 等

⑰ 関心 ○防災対策を具体的に記述しているが，予 ３ ○予想される自然災害に応じた防災対策を ５
意欲 想される自然災害に応じたものとなって 具体的に記述している。
態度 いない。 ・防災対策：地震や津波等に対する避難訓

練の実施，災害時の避難場所の確認，安
全な通学路の確認 等

(2) ① ⑱ 技能 ・６０ ２

② ⑲ 技能 ○人口減少の原因を資料から記述している。 ４
・出生率が，年々低下傾向にあるから。

③ ⑳ 思考 ○２つの資料を使って人口の変化について ３ ○３つの資料から山間部における人口の変 ５
判断 記述している。 化について記述している。
表現 ・過密地域は平野部に多い傾向がある。 ・平野部では人口の集中が進み，山間部で

は人口の減少が著しく進み，全体として
人口が減少している地域が広がっている。

４ (1) ㉑ 知識 ・Ａ ２
理解

10
点 (2) ㉒ 知識 ・ウ ⇒ エ ⇒ イ ⇒ ア ３

理解

(3) ㉓ 思考 ○２つの歴史的事象の関係性について記述 ３ 選んだカード： ５
判断 しているが，日本へ来た理由や影響につ ① 宗教改革とイエズス会
表現 いて示されていない。 ② 南蛮貿易と大航海時代 等

・①ヨーロッパで始まった宗教改革に破れたイ

エズス会は，アジア（日本）に進出したた 説明
め。 ○日本でキリスト教徒が増加した理由を，２つ

②大航海時代にアジアへ進出してきたキリス の歴史的事象の関係性や目的から説明している。

ト教徒であるポルトガル人やスペイン人 ・①ヨーロッパで始まった宗教改革に破れたイ

は，日本との南蛮貿易を進めたため。 エズス会は，布教の場をアジアに求め，布

教者であるザビエルが日本に来たため。

②大航海時代に発見された航路を使ってキリ

スト教徒であるポルトガル人やスペイン人

は，日本と南蛮貿易を進めたため。

【授業改善の視点】
我が国の史実を表す資料から情報を読み取る際に，歴史上の出来事を年代や内容等から考察し，その関連性を表現する

言語活動を取り入れる。

５ (1) ㉔ 知識 ・武家諸法度 ３
理解

13
点 (2) ㉕ 技能 ○大名配置にのみ記述している。 ３ ○大名配置の工夫について，その目的から ５

・幕府は，徳川家の一門や家臣である親藩 記述している。
や譜代大名を江戸の近くに，関ヶ原の戦 ・幕府は，徳川家の一門や家臣である親藩
い以降に従った外様を遠くに配置するな や譜代大名を江戸の近くに，関ヶ原の戦
ど，配置に工夫をこらした。 い以降に従った外様を遠くに配置するな

ど，配置に工夫をこらし，江戸を守った
り，互いに監視させ反乱を防いだりする
ため。



平成２６年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 中学校２年社会 解答及び配点一覧 No.３
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配
問 問 問 番 点 点

５ (3) ㉖ 思考 ○大名統制と鎖国政策の１つの視点から， ３ ○大名統制と鎖国政策の２つの視点から， ５
判断 大きな戦乱が生じなかった理由について 大きな戦乱が生じなかった理由について
表現 記述している。 記述している。

・対外的には，キリスト教の禁止や外交関 ・国内においては，武家諸法度をはじめと
係と海外情報を統制するために鎖国政策 する法律を出し，対外的には，キリスト
を取り，徹底して大名の統制を図ったた 教の禁止や外交関係と海外情報を統制す
め。 るために鎖国政策を取り，徹底して大名

の統制を図ったため。

６ (1) ㉗ 知識 ・日米和親（条約） ３
理解

13
点 (2) ㉘ 思考 ○２つの資料から欧米諸国がアジア進出し ３ ○２つの資料から欧米諸国がアジア進出し， ５

判断 たことを読み取り記述している。 来航したことを読み取り記述している。
表現 ・資料２からは，欧米諸国が戦争によりア ・資料２からは，欧米諸国が戦争によりア

ジアに進出し，その勢いを止めることに ジアに進出し，また，資料３からは，日
限界を感じたため。 本にもロシアやイギリス，アメリカやフ

ランス船が来航し，もはや，その勢いを
止めることに限界を感じたため。

(3) ㉙ 思考 ○関係ある２つの事柄のうち１つの目的が ３ ○関係ある２つの事柄を選び，明治初期の ５
判断 記述されていない，あるいは，違う目的 日本の動きについて記述している。
表現 を記述している。 ・③により国家の財政を安定させ，①によ

・③と①により６歳以上の男女すべてに小 り６歳以上の男女すべてに小学校教育を
学校教育を受けさせることにより近代的 受けさせることにより近代的な国づくり
な国づくりを目指した。 等 を目指した。

・③により国家の財政を安定させ，②によ
り満２０歳以上の男子に兵役の義務を負
わせ，近代的な軍隊により外国に負けな
い国づくりを目指した。


